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令和 5 年 12 月 27 日作成 
（令和６年１月 18 日更新） 

日本学生支援機構奨学金 特に優れた業績による返還免除制度 

「博士後期課程（博士課程）内定制度」申請要項 

【令和５年度博士後期課程第一種奨学生対象】 
 
 

日本学生支援機構「特に優れた業績による奨学金返還免除制度」とは、大学院において日本学生支

援機構第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、貸与期間中に特に優れた業績を挙げた者として

日本学生支援機構が認定した場合に、貸与終了年度の申請に基づき、奨学金の貸与総額の全額または

半額の返還が免除される制度です。 

「博士後期課程（博士課程）内定制度」とは、貸与終了時に決定するこの「特に優れた業績による

返還免除制度」の候補者を、博士後期課程（博士課程）に入学した年度に内定する制度です。この度、

令和 5 年度に本学大学院工芸科学研究科・博士後期課程に進学し、第一種奨学金に採用された者を対象

に、返還免除内定候補者を以下のとおり募集します。内定者として決定された者は、在学中（貸与期間中）

に特に優れた業績を挙げるとともに、貸与終了年度の申請に基づき、正式に返還免除（全額免除又は半額

免除）候補者として推薦されることが決定します。 

 

１．申請資格・推薦人数 

令和 5 年度に本学大学院工芸科学研究科・博士後期課程に入学し、大学院第一種奨学生に採用された

者から、1 名を推薦します。 

※以下に該当する人は、申請資格はありません。 

・令和 5 年度中に奨学金を辞退する者（令和 6 年度日本学術振興会の特別研究員に採用内定され、令

和 5 年度中に奨学金を辞退する者も含む） 

・休学・留学等の期間を除き、標準修業年限（３年）内で修了する見込みのない者（返還免除内定候補

者として決定された者が標準修業年限で課程を修了できなくなった場合は、内定者の身分が取り消さ

れます。） 

・令和 5 年度以降に博士後期課程において第一種奨学生として採用された者で、博士後期課程在学中に

フェローシップ事業の支援を受けた者 

※令和 6 年度日本学術振興会特別研究員に採用された者は、「返還免除内定制度」による推薦の対象

外となります。特別研究員に採用される可能性がある人は、「特に優れた業績による返還免除制度」

への併願をお勧めします。 

 

２．申請の流れ 

 

申請（内定制度） 1 月中旬 学生支援・社会連携課経済支援係に必要書類を提出 

 

選考 3 月頃 大学で返還免除内定候補者を選考し、大学から JASSO へ推薦 

 

決定 4 月頃 JASSO が返還免除内定候補者を決定 

 

結果 5 月頃 返還免除内定候補者となった場合は大学を通じて通知 

 

申請（返還免除） 貸与終了年度 貸与終了年度の 1 月中旬に改めて返還免除に申請が必要 
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３．申請方法 

「１．申請資格」を確認の上、下記の申請期間内に「４．提出書類」を指定の方法で学生支援・

社会連携課経済支援係窓口に提出してください。 

申請期限後は一切受付できません。やむを得ない事情により上記期間中に申請できない場合は、

事前に学生支援・社会連携課経済支援係へご相談ください。ただし、どのような事情であっても期

間後の相談は一切受付できません。 

※不備等ある場合、電話又はメールにて確認を行いますので、必ず対応するようにしてください。 

 

申請期間 
令和 6 年１月 15 日（月）～令和 6 年 1 月 19 日（金） 

各日 8：30～17：00（土日祝日を除く）【期限厳守】 

提 出 先 学生支援・社会連携課経済支援係 shogaku@jim.kit.ac.jp 

提出方法 

任意のファイル転送サービスにて shogaku@jim.kit.ac.jp 宛てに提出 

①「４．提出書類」に記載のファイル名・拡張子に変更し 1 つのフォルダに保存 

②フォルダを zip 形式に圧縮し、パスワードを設定 

パスワード 

申請者の生年月日（半角 8 桁） 例）2000 年 1 月 1 日 ⇒ 20000101 

③上記メールアドレス宛てに提出 

※ファイル転送サービスのセキュリティには十分ご注意ください。 

※申請者からの提出メールには受理確認のメールを返信します。数日経っても返信

がない場合は、お問い合わせください。 

 

４．提出書類 

 

NO. 提出書類 
ファイル名 

（数字は半角） 
拡張子 

① 
令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除

内定候補者に係る申請書 (様式２) 

「氏名」＋「様式 2」 

例）工繊太郎様式 2 
pdf 

② 
令和 5 度博士課程進学に伴う採用時返還免除内

定候補者に係る申請書 (付表１) 

「氏名」＋「付表 1」 

例）工繊太郎付表 1 
pdf 

③ 
令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除

内定候補者に係る申請書 (付表２) 

「氏名」＋「付表 2」 

例）工繊太郎付表 2 
xlsx 

④ 

令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除

内定候補者に関する評価書 

※指導教員から学生支援・社会連携課経済支援係

へメール提出（書類作成上の注意参照） 

指定なし docx・pdf 

⑤ 修士課程の学業成績証明書 
「氏名」＋「成績」 

例）工繊太郎成績 
pdf 
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⑥ 業績を証明する資料 

「氏名」＋「資料」＋ 

「様式 2 に記載の資料番号」 

例）工繊太郎資料 1-1 

工繊太郎資料 6 

pdf・ 

jpg・png 

のいずれか 

※①～④の電子データは、以下の URL からダウンロードできます。 

https://www.kit.ac.jp/campus_index/life_fee/scholarship/jassoscholarship/jassomenjo/ 

 

《書類作成上の注意》 
 

① 令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除内定候補者に係る申請書 (様式２) 

申請書の記載事項をよく読み、手書き又はパソコン入力にて作成し pdf で提出してください。

また、「課程」は「博士・博士後期課程」を選択してください。 
 

② 令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除内定候補者に係る申請書 (付表１) 

手書き又はパソコン入力にて作成し pdf で提出してください。 
 

③ 令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除内定候補者に係る申請書 (付表２) 

博士前期課程・博士後期課程における業績を「令和 5 年博士課程進学に伴う採用時返還免除

内定候補者に係る申請書（付表２）」に記載し、xlsx で提出してください。「資料番号」欄は業績

を証明する資料に付した資料番号と一致させてください。 
 

④ 令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除内定候補者に関する評価書」 

指導教員に評価書の記入を依頼し、期限までに直接学生支援・社会連携課経済支援係

（shogaku@jim.kit.ac.jp）へメール提出いただくようお伝えください。 
 

⑤ 修士課程の学業成績証明書 

スキャン等で pdf データに変換し、pdf で提出してください。 
 

⑥ 業績を証明する資料（※証明する資料の必要項目と注意は別紙を参照してください。） 

いずれかの拡張子（pdf・jpg・png）にて提出してください。 

各資料の右上に、「③令和 5 年度博士課程進学に伴う採用時返還免除内定候補者に係る申請書 

(付表２)」の該当する資料番号を付してください。資料番号の記載がないものは業績として認め

られません。 

また、必ず必要項目（申請者の氏名・実施年月日等）が明記されているもので提出してくださ

い。該当箇所にはハイライトでマークをしてください。 
 

５．選考 

提出書類に基づき、京都工芸繊維大学日本学生支援機構奨学金返還免除学内選考委員会により

選考します。申請状況により、面接選考を行う場合があります。 
 

６．選考結果の通知 

令和 6 年 5 月頃、日本学生支援機構より採否通知が届き次第、選考結果を通知予定です。 
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７．内定者の身分の取消し 

申請の結果、返還免除の内定者として決定した者が、以下 A～D のいずれかに該当することとな

った場合、内定者の身分が取り消されます。 
 

A) 内定者が、貸与期間中に学業不振、学校処分等の事由により、奨学金の交付に係る「停止」

または「廃止」の処置を受けた場合。 

B) 貸与期間終了年度の免除候補者として推薦を行うまでの間に修業年限内で課程を修了でき

なくなった場合。（ただし、休学・留学に伴い修了期が延長した場合を除く。） 

C) 申請書の記載内容に虚偽があったことが判明した場合。 

D) 貸与終了年度に返還免除申請を行わなかった場合。 
 

なお、内定者の身分が取り消された場合であっても、貸与終了年度に、再度貸与終了者を対象と

して募集される返還免除制度に申請することが可能です。 

  

【問合わせ先】 

京都工芸繊維大学 学生支援・社会連携課経済支援係 3 号館 1 階 

平日 8：30-17：00（12/29-1/3 を除く） 

Tel 075－724－7143 

E-mail shogaku@jim.kit.ac.jp 
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【別紙】証明する資料の必要項目と注意 ※令和６年１月 18 日更新 

 

業績の種類 

（通し番号は申請書

（付表 2）の通り） 

業績を証明す

る資料等 

必要項目と注意 

※必要項目は「」の項目です。 

※以下、黄色の項目は提出ファイルでもハイライトしてください。 

１ 

学位論文 

そ の 他 の 研 究

論文 

学位論文 

（修士論文） 

・「申請者名」、「題目」、「要旨」、「作成年月日」 

※要旨のみではなく、全ページ提出してください。 

研究論文 

・「申請者名（著者名）」、「題目」、「要旨」「掲載（発行）年月日※」、

「掲載誌名」 

※要旨のみではなく、全ページ提出してください。 

※申請書に査読の有無を記載してください。 

※共著分も申請者の業績として申請可です。 

※掲載予定の論文は、掲載決定通知と論文原稿を提出してください。ただし、

特許に関わる事項などで、学外非公表の論文については、論文の代わりに非

公表の事情を説明した指導教員からの事情書を提出してください。 

※投稿中（審査中）の論文は申請不可（業績に含められない）です。 

学会、学術集会で

の発表 

・「申請者（発表者）氏名」、「題目」、「学術集会等名」、「主催者（主催

学会等）名」 

「発表年月日」、「要旨」 

※共同発表者による発表分も申請可です。 

※要旨無しの場合は発表スライドを提出してください。 

※要旨集が冊子ではなく、HP 等に掲載の場合も上記項目が確認できる箇所を

提出してください。 

学会、学術集会で

の表彰 

・「申請者名」、「受賞・表彰内容」「受賞年月日」 

※表彰状等を提出してください。 

フ ィ ー ルド ワ ー

ク、資料収集等に

おける成果 

・「申請者名」、「実施年月日」、「成果」 

※上記項目が確認できる書面を提出してください。 

日本学生支援機構

以 外 の 給付 奨 学

金、外部資金の獲

得 

・「申請者名」、「年月日」 

※「●●表彰により、支援金を給付する」等と記載された賞状や競争的資金に

係る証明書等を提出してください。 

日本学術振興会特

別研究員採用 

・「申請者名」、「年月日」 

※採用（内定）通知書を提出してください。 

２ 

大 学 院 設 置 基

準第 16 条に定

め る 特 定 の 課

題 に つ い て の

研究の成果 

 

・「申請者名」「実施（作成）年月日」 

※学位論文の代わりに提出する作品や課題などがこの項目に該当します。 

※現物の写真等の成果が分かるものを提出してください。 

３ 

著書・データベ

ース・その他の

著作物 

表紙、目次、内容 

・「申請者名（著者名）」、「発行年月日」、「題目」 

※「著書」の場合、「著書」に該当するか（学術論文との違い）に注意してく

ださい。 
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４ 発明 
出願資料、登録ナ

ンバー等 

・「申請者名（発明（考案）者名）」「発明の名称」「特許番号／出願番

号／実用新案番号」「特許出願日／特許登録日」「特許出願中等の特記

事項」 

※上記項目が確認できるものを提出してください。 

※内容の提出は必要ありません。学外非公表の書類を添付しないでください。 

※申請者氏名が確認できない場合は、上記書類と併せて担当教員等が記載した

申請者の実績である旨の証明書類を提出してください。 

５ 

研 究 又 は 教 育

に 係 る 補 助 業

務の実績 

①TA、RA 等の採

用証明写し 

②謝金支払い証明

書 

①・「申請者氏名」・「業務内容等」・「期間（20○○年度○学期）」 

本学で TA・RA・PT（ピュアチューター）・研究補助員等として雇

用された人、留学生チューターの実績のある人は証明書の提出は

不要。（大学で用意します。） 

②その他の形態（謝金等）で研究又は教育に係る補助業務の実績のあ

る人は「申請者氏名」、「補助業務の内容」、「就労年月日」及び「業

務管理者氏名」が記載された証明書を提出してください。 

【②の注意事項】 

※その業務の担当教員又は機関に証明書発行を依頼してください。 

※証明書の様式は任意ですが、本学 HP に様式例を掲載しています。必要に応

じてご利用ください。 

※学外者による証明書の発行には時間がかかる場合がありますので、余裕をも

って準備してください。証明書がない場合、実績として認められません。 

６ 

そ の 他 の 業 績

（受賞歴、留学

経験、特色ある

学外活動など） 

音楽、演劇、美術そ

の他芸術の発表会に

おける成績 

・「申請者名」、「発表会名（競技会名）」、「年月日」 

※成績等の高い評価を得たことが証明できる賞状等を提出してください。 

※専攻分野に関連した業績である必要があります。（大学院における研究課題

等とは関係なく、クラブ活動での活動による成果は認められません。） スポーツの競技会に

おける成績 

ボランティア活動そ

の他の社会貢献活動

の実績 

・「申請者名」、「年月日」 

※活動内容及び実績がわかる証明書（様式任意）等を提出してください。 

※申請者本人が参加したことがわかる資料を提出してください。 

※証明書を提出する場合、担当教員又は主催者等に証明を依頼してください。 

 
 

「博士課程の業績評価に関するガイドライン」（博士後期課程のみ適用） 

博士後期課程の業績評価について、大学間の業績に係る評価水準の均等化を図ることを目的と

して、一部の場合を除き「学位論文その他の研究論文」を必須とする「博士課程の業績評価に関す

るガイドライン」が設けられました。平成 31 年度の奨学生採用者より本ガイドラインを踏まえて

推薦しますので、下記 URL より事前に確認してください。 

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/gyosekimenjo/seidogaiyo/__icsFiles/afiel

dfile/2021/02/09/guideline.pdf 


